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看 護 学 科 通 信

は な み ず き 第 54号

インド・ミテイラー地方の
民族画“スーリヤムッキーの木”

　令和元年最初の「学科通信はなみずき54号」は3年の委員が担当し、1年生か
ら4年生までの学科通信委員が協力して企画や編集を行い、無事に発行すること
ができました。今年度前期を振り返り、各学年の主要な講義、実習、イベントを掲
載しました。久留米大学は看護師になるための知識や技術が確実に習得できるよ
うなカリキュラムが組まれております。是非、一読いただければ幸いです。
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2019度 学科通信委員

編集
後記

４年生への
応援メッセージ

　新入生、在校生の皆さん、入学や新生活が始まり半年が過ぎました。生活の変
化にも慣れて、充実した学生生活を送られていることと思います。大学は自ら学
び成長していく場です。勉強や部活動はもちろん、先生や先輩、同じ志を持つ友
人たちとの交流やアルバイトなど一日一日の生活の中にも学びに繋がる様々な
出来事があります。頭と心を柔らかくして多くのことを経験して吸収し、将来に
役立ててほしいと願っています。看護職は尊い仕事で、その道に進もうと考えら
れた皆さんのことを素晴らしいと思います。病や怪我という人生の困難に立ち
向かっている患者さんに寄り添い伴走するためにこの学生期間を十分に活用し、
学び、大きく羽ばたいてください。また、自分が心身ともに健康であることがな
により大切です。食事や生活リズムを整え、生き生きと日々を過ごしてください。
後援会も陰ながら皆さんの力になれるよう活動していきたいと思っています。

２．令和元年度後援会予算については表のとおり承認されました。後援会会長挨拶

看護学科後援会総会報告

　令和元年度の看護学科後援会総会が、６月２２日（土）に開催されました。保護
者、学科教職員の出席のもと、盛会のうちに総会・懇親会を終えることができま
した。総会での承認事項は次の通りです。
1．令和元年度の後援会役員は、２年生以上の役員はそのまま持ち上がり、１年

生からは新たに３名の役員が選出され、計１２名が承認されました。また、会
長に荒巻佐織様（３年）、副会長に中尾啓子様（３年）・栁場澄子様（２年）、監
事に堀江久美様（３年）・ 永田博明様（２年）が承認されました。

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
会議費
渉外費
補助費
　学友会クラブ補助
　学生行事費補助
　アドバイザー補助
　学科通信「はなみずき」発行補助
　看護学科卒業祝賀会補助
　国試・就職対策補助
　各種行事補助
　学生研究（国内・国外）補助
　学生用消耗品(インク・マスター等)
　レピーフ活動費
　久留米市ボランティア活動費
　学生実習旅費補助
学生障害保険料
積立金
予備費
次年度繰越金

78,000
125,120

20,000
365,000
100,000

5,734,563
      （1,000,000)

  （289,083）
  （1,389,000）

（128,700）
（920,000）
（832,760）

（46,020）
（400,000）

（30,000）
（49,000）

（150,000）
（500,000）

315,100
500,000

1,000,000
186,912

「2人に1人が『がん』になる時代に」の
パネルディスカッションに参加して

オープンキャンパス

4年生担任　松清　由美子
担任補佐　福浦　善友　

老年看護学　助教　新　裕紀子　大学生として最後の夏が終わり、この「はなみずき」を皆さんが手に
する頃は、卒業研究や国家試験に向けて頑張っていることと思います。
　国家試験まで残り4か月、一人きりで勉強しないこと、疑問はその
都度解決すること、皆さんは
一人ではないことを忘れな
いで下さい。努力は実力を
生み、実力は自信を生み、自
信は合格に繋がっています。
夢の実現に向けて、残りの
大学生活を悔いなく過ごし
て下さい。応援しています！！

担任補佐 福浦 善友先生　担任 松清 由美子先生 左から土井 歌織助手、新 裕紀子助教

　私たちは、久留米大学×朝日新聞主催による医療フォーラム2019「2人に1人が『がん』に
なる時代に」に看護学科を代表して参加し、他学科の学生とともに、乳癌を罹患した経験を持つ
タレントの麻木久仁子さんとがんについてパネルディスカッションを行いました。
　麻木さんが入院生活を送る中で、看護師からの「なんでも言っていいですよ。情報を隠してど
うするのですか。」という言葉に救われたという話が印象的でした。看護師は患者さんの一番近
くにいる存在であり、個々の生活背景などを知ることができるからこそ、その人らしい生活を送
りながらがん治療を完遂できるよう、支えていく必要があると改めて学ぶことができました。

　基礎３号館にあるカフェメニューをご紹介します！最近、なんと700円以
内のお得なランチメニューが登場しました！バーガーやドッグ、パスタ、ワン
プレートで食べられるハンバーグ
などがあり、全種類食べたくなって
しまう程どれも美味しいですよ！
　また、軽食やスナックもお手頃
価格で販売されているため、学生
の私達にとっても利用しやすく
なっています。是非、一度足を運ん
でみて下さい！

4年　荒巻　愛美・帆士　颯希

　ご高齢の患者さんやそのご家族の方々
に寄り添いながらその人らしい人生を送れ
るための看護について、皆さんと一緒に考
えていきたいと思います。

地域看護学　助手　土井　歌織
　大学病院と地域包括支援センターで勤
務しました。これまでの経験をみなさんと
共有し、一緒に学びを深めていけたらと思
います。よろしくお願いします。

4年　緒方　綾花・鶴　彩世

後援会会長　荒巻　佐織

　私たちは、8月に行われた看護学科のオープンキャンパスのリーダーを務めさせ
ていただきました。オープンキャンパスは学生主体で行う大学の一大イベントなの
で、始めはリーダーが務まるか不安でしたが、学生スタッフの皆さん、先生方のおか
げで無事終えることができました。
　当日は多くの高校生やご家族の方々が来場され、妊
婦や高齢者体験や血圧測定などの体験コーナーや、卒
業生の看護師さんから話を聞くなどして、楽しんでい
ただきました。学生スタッフも高校生に学生生活の楽し
さを伝えることができたと思います。
　学生スタッフ、先生方、本当にありがとうございまし
た。オープンキャンパスに来ていただいた高校生が、1
人でも多く本学を良いと思い、進学してくれると嬉しい
です。
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野中　沙也佳

新入生歓迎会

一瀬　菜笑

久留米大学の理念と歴史

森下　彩香

2年生になって

武田　紗穂

生活援助技術Ⅰの授業を終えて
石井　夕佳

建陽大学校との交流を通して
西山　朱莉

部活動引退（剣道）

友添　菜留美

部活・サークル活動（軽音）　「久留米大学の理念と歴史」の授業で一番心に残っ
ていることは、久留米絣の様々な体験ができたこと
です。藍染めの体験では、ずっと揉んでいるうちに
段々と色がついてとても面白かったですが、色の濃
さが場所によって異なってしまいました。でも、職人
の方は綺麗に色付けされていて、私達にはできない
技だと、とても感心しました。また、機織（はたおり）

の体験もしました。一見簡単そうに見えました
が、実際に体験してみると、複雑で、模様を揃え
なければならないので、とても難しかったです。

　私は、久留米絣について調べ、この貴重
な体験を経てこの先もずっと久留米絣の良さを伝え、久留米絣の伝統技術
を守らなければならないと思いました。

青山　朝香

アドバイザー会

緒方　彩乃・八尋　咲佑香
　２学年に進級し、進級したことへの喜びの反面、専門
科目数も難易度も上がり授業についていけるか、内容
は理解できるだろうかと不安になりました。また、2学
年前期では解剖学実習が始まりレポートに追われる
日々となりました。そのような状況の中で私は時間の
使い方を見直しました。私は予習復習、課題、レポート
などを要領よくやり遂げることができるタイプではな
く時間がかかってしまいます。毎日の授業や課題、レ
ポート、部活動、アルバイトに追われる日々の中で全て
をやり遂げるためには講義のない時間を利用して課題
に取り組み、1日のタイムスケジュールを立てて時間
を有効に活用するようにしました。初めは上手くいき
ませんでしたが、
少しずつ時間の使
い方を身に付ける
ことができたと思
い ま す。自 分 に
合ったやり方、時
間の使い方を見つ
け出し、対応して
いく力が必要であ
ると思いました。

　解剖体慰霊祭では、ご献体に対して献花を行いま
した。
　約3ヶ月間の解剖学実習では、実際にご献体の血管
や臓器に触ることで、1年前期の「人体の構造と機能Ⅰ」
の授業で漠然としていた知識が確実なものになりまし
た。複雑な人体の構造を深く学ぶことができ、一生に一
度しかない貴重な体験をさせていただきました。
　解剖学実習ではご献体に触れることで、「命」という
ものを感じながら学ぶことができました。また、私達
に貴重な機会を与えて下さったご献体とそのご遺族
に深く感謝し、お礼を申し上げます。

　私は、6月末にアドバイザー会に参加しました。1年
前、大学に入学したばかりで、学校生活に慣れるのに
必死だった私は、このアドバイザー会に参加したこ
とで、先輩の話を聞いたり相談することができ、とて
も助けられた記憶があります。
　今回も、先輩にアドバイスを頂いたり、学校のこと
だけでなく日常生活の相談に乗っていただいたり
と、とても有意義な時間を過ごせました。また、同級
生とも会話が弾み、より絆も深まりました。
　このアドバイザー会を通してできた、先輩・後輩・
同級生、そして先生との繋がりを、これからも大切に
していきたいと思います。

　生活援助技術Ⅰの授業では、ベッドメーキングから体
位変換、清拭や足浴、洗髪、陰部洗浄、オムツ交換、寝衣交
換、車椅子の援助などの看護技術を学習し、最後は事例の
患者さんに対する援助方法をグループで検討し、援助を
行いました。この学習の中で患者さんを多角的に捉え、患
者さんにとって最善の方法を考え、環境調整や身体的・
精神的ストレスの緩和など健康を回復するための援助を
行うことが重要であると感じました。今後、もっと高度な
技術を学び、看護師として患者さんにより良い援助がで
きるように努力していきたいと思います。

　私たちは4月に行われた九州・山口医科学生体育大会で団
体優勝することができました。毎回、大きな大会で優勝すること
は目標でしたが、これまで納得のいく結果が残せず、優勝まで
の道のりは険しいものでした。日々の稽古をするなかで、何度
も挫折して逃げ出してしまいたい、と思うこともありました。しか
し、その度に仲間に支えられました。苦しい時もみんなと稽古
し、この人たちと優勝したい、絶対負けたくないという思いが強
くなり、ここまで部活を続けることができ、良い成績を残すこと
ができました。今は私を支えてくれた友達や家族、ライバルたち
に感謝し、本当に剣道部に入ってよかったと思っています。

高山　晃太郎

男の会

　「男の会」とは看護学科の男子学生と男性教員が
集まり親睦を深めようという会です。看護学科は、他
の学科と比べると男性が少ないですが、将来看護師
や保健師として働くために、日々勉強に取り組んで
います。「男の会」では、定期的な食事会やレクレー
ションを行っており、その中で先輩後輩の繋がりや、
先生方と仲良くなれるため、学校生活で困ったこと

や勉強等についてアドバイスをいただくことができます。ここで築いた関係は卒業
してからも続くものとなります。看護師になるための勉強はとても大変ですが、仲
間と共に支え合いながら楽しい学校生活を過ごしています。

　看護学科では、国際的視野を持った看護職者の育成と文化交
流を目的に、韓国の建陽大学校看護大学との短期研修が行われ
ており、今年は建陽大学校の学生8名を久留米大学に迎え、研修
が実施されました。私は、学生ボランティアとしてこの短期研修に
参加し、建陽大学校の学生の皆さんとお互いの学校生活や看護
や医療制度の違い、文化の違いについて語り合い、交流を深める
ことができました。また、一緒に食事や買い物をし、とても楽しく
充実した時間を共に過ごすことができ、貴重な経験となりました。
国は違いますが同じ看護を学んでいる学生と関わることで多くの
刺激を受けるこ
と が で き た と
思っています。

　総合実習では、3年次までの実習とは違い、複
数の患者さんを受け持たせていただき、看護
チームの一員として主体的に看護を実践しまし
た。複数の患者さんを受け持つなかで、一人の患
者様にかけられる時間も限られており、時間管理やケアの優先順位を考えて看護を実践すること

が難しかったです。その中でも自分にできることは何かを考えながら日々努力しました。管理
実習では、看護師長や主任がどのように病棟の環境を整え、スタッフをまとめているのかな

どを学ばせていただきました。２週間の実習を通して、病棟の看護体制、スタッフ同士
や多職種との連携、医療安全、看護管理など沢山のことを学ばせていただきました。
　実習で学んだことをこれから看護師になって活かしていきたいと思います。

内田　安佳音

就職試験対策について

　実際に就職先を決めるにあたって、3年生の早い時期から病院の
説明会やインターンシップに足を運び、自分にあう病院を決めるこ
とをお勧めします。関東の病院は九州の病院と比べ早い時期に就
職試験が行われます。私は早めに就職先を決めて卒業研究や国家試験の勉強に専念したいと考えた
ため、4月に第一志望の病院の就職試験を受けました。
　就職試験に向けて履歴書作成と小論文、面接の練習を行いました。 始めは就職試験に向けてどう対
策していけば良いのか分からず不安を感じていました。同じ病院に就職を志望する友達と一緒に春休
みを利用して計画を立てながら少しずつ履歴書を仕上げ、面接練習を行い、対策を進めていくことで
自信がついたように感じています。試験当日はとても緊張しましたが、自分の想いを伝えることができ、
内定をいただけました。これからは国家試験に向けての勉強と研究を頑張りたいと思います。

樺島　朱音
　東北大学の吉沢豊予子
先生の特別講義ではキャ
リア形成と現代の健康問
題、リプロダクティブライ
フプラン1）の考え方、コペ
アレンティング2）の促進に

ついてとても分かりやすくお話しをしていただきました。
　女性のキャリア形成と子育ての両立を実現させるためには、夫
婦関係を基盤に母親と父親が互いに育児を支え、子供に安定した
育児環境を提供するために継続して関わり協力し合うコペアレン
ティングの促進とリプロダクティブライフプランをしっかり持つこ
とが重要であることを学びました。
　また、吉沢先生のお話の中で、男性の妊孕性に関することや子
育てに積極的なパパが増加している一方、パタハラ3）、男性の産
後うつといった問題が潜在していることを初めて知りました。妊
娠・出産・子育てと聞くと、女性の問題だと思いがちですが、女性
だけの問題ではなく、夫婦の問題として一緒に考えていくことが
大切だと感じました。
1） リプロダクティブライフプラン：個々人やそのパートナーがお互いの将来の家族

像、性と生殖に関すること、キャリアプランの影響を受けて将来子どもを持つこ
と、キャリア形成に関して人生の見通しを持つこと。

2） コペアレンティング：両親が相互に育児を支え、より安定した育児環境を提供する
ために継続して関わり、協力して働きかけること。

3） パタハラ：男性が育児休暇を取ること等に社会的圧力をかけること。パタニティハ
ラスメントの略。

加藤　稚菜

総合実習

清拭の演習場面

　私は軽音楽部に入りました。軽音楽部は先輩方が
とても優しくて、先輩と後輩の仲がとても良い部活
です。私は初心者ですが、練習のときは先輩方が熱
心に指導してくださいます。6月には夏ライブがあ
り、間近で先輩方の演奏を聞いて、曲の完成度がとても高くて改めてすごいと思いま
した。また、ライブハウス内はとても盛り上がっていて自然と自分も音楽に乗ってい
ました。1年生も何人かライブに出ており、演奏する姿は同じ学年とは思え
ないくらいかっこよかったです。自分も早く先輩方みたいに上手く弾けるよ
うになりたいので、これから一生懸命練習をし、いろんなことに積極的に
チャレンジしていきたいと思います。

解剖体慰霊祭と
解剖学実習を通して

特別講義「現代人と多重役割と健康問題
ｰワークファミリーバランスの観点からｰ」を聴いて

　入学して1週間後、学友会主催の新入生歓迎会がありました。そこでは、医学科や臨
床検査専門学校の1年生と一緒に部活の紹介ビデオを見ました。部活の特色がわかる
ビデオだけでなく、生演奏やコントをしてくださる部もあり、とても和やかな雰囲気でし
た。その後の立食パーティーの途中で先輩方が入ってこられて、部活動の練習日程や歓
迎レクリエーションの日程が書かれた紙をもらいました。私は、現在、その時に熱心に勧
誘してくださった部に所属しています。入部することで知り合うことのできた先輩や同
期と、たくさんの思い出を作り有意義な4年間にしたいです。
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